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(54)【発明の名称】 液晶表示素子用バックライト装置の構造及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  液晶表示素子の裏面側に配設される透明合成
樹脂製の導光板１に、少なくとも一枚の光拡散シート
２、又は光拡散シート２及び輝度上昇シート３、或いは
反射シート４を積層して成るバックライト装置におい
て、前記導光板１に各種シートを超音波振動にて確実に
溶着する。
【解決手段】  前記導光板１に、その表面に積層される
各種シート２，３を貫通するように先細に構成したピン
５を一体的に設け、このピンの先端の超音波振動による
かしめ変形にて前記各種シート２，３を前記導光体１に
固着する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶表示素子の裏面側に配設される透明合
成樹脂製の導光板に、少なくとも一枚の光拡散シート、
又は光拡散シート及び輝度上昇シート、或いは反射シー
トを積層して成るバックライト装置において、
前記導光板に、その表面に積層される各種シートを貫通
するように先細に構成したピンを一体的に設け、このピ
ンの先端の超音波振動によるかしめ変形にて前記各種シ
ートを前記導光体に固着したことを特徴とする液晶表示
素子用バックライト装置の構造。
【請求項２】前記請求項１の記載において、前記ピン
を、前記導光板における一つの側面に近接した部位で、
この一つの側面に沿った複数箇所に配設したことを特徴
とする液晶表示素子用バックライト装置の構造。
【請求項３】液晶表示素子の裏面側に配設される透明合
成樹脂製の導光板に、先細に構成したピンを、表面から
突出するように一体的に設けて、その導光体の表面に、
少なくとも一枚の光拡散シート、又は光拡散シート及び
輝度上昇シート、或いは反射シートを、前記ピンがこれ
らを各種シートを貫通するように積層し、次いで、前記
ピンの先端を、超音波溶着用のホーンにてかしめ変形す
ることを特徴とする液晶表示素子用バックライト装置の
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、バックライト式の
液晶表示素子において、その裏面にバックライト光源と
して配設されるバックライト装置の構造と、その製造方
法とに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般に、バックライト式の液晶表示素子
は、その裏面側に、アクリル等の透明合成樹脂製の導光
板を配設し、この導光板の一端面又は両端面に配設した
光源からの光を、当該導光板を介して液晶表示素子の全
体に分散するように構成したもので、前記導光板のうち
液晶表示素子と反対側の裏面には、反射シートを積層す
る一方、前記導光板のうち液晶表示素子側の表面には、
合成樹脂製の光拡散シートの少なくとも一枚を、或い
は、必要に応じて、この光拡散シートに重ねて輝度上昇
シートを積層するという構成にしている。
【０００３】この場合、前記導光板に対して積層される
少なくとも一枚の光拡散シート、又は、光拡散シート及
び輝度上昇シート、或いは反射シートは、液晶表示素子
への組み付けを容易にするために、前記導光板に対して
固着される。
【０００４】この固着に際しては、両面接着テープ又は
粘着性接着剤による方法とか、超音波にて溶着する方法
があるが、前者の両面接着テープ又は粘着性接着剤によ
る方法は、手作業的であるために著しいコストのアップ
を招来し、また、後者の超音波にて溶着する方法は、各
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シートが、導光板の異質の合成樹脂材料である場合に
は、溶着面積が小さく、従って、溶着強度が低いことに
より適用することができない。
【０００５】そこで、先行技術としての特開平７－４３
７１３号公報は、前記導光板に対して光拡散シート、又
は光拡散シート及び輝度上昇シート、或いは反射シート
を固着する方法として、導光板に対して前記した各種の
シートを積層した上からはとめ等の金属製の係着部材
を、前記各種のシートを貫通して導光板に到達するよう
に超音波振動にて打ち込むことを提案している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかし、この先行技術
による方法は、はとめ等の金属製の係着部材を別に用意
し、この金属製の係着部材をを超音波振動によって打ち
込むものであることにより、その固着に要するコスト、
ひいては、バックライト装置の製造に要するコストが可
成りアップするばかりか、重量も可成りアップするとい
う問題があった。
【０００７】本発明は、これらの問題を解消することを
技術的課題とするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】この技術的課題を達成す
るため本発明におけるバックライト装置は、「液晶表示
素子の裏面側に配設される透明合成樹脂製の導光板に、
少なくとも一枚の光拡散シート、又は光拡散シート及び
輝度上昇シート、或いは反射シートを積層して成るバッ
クライト装置において、前記導光板に、その表面に積層
される各種シートを貫通するように先細に構成したピン
を一体的に設け、このピンの先端の超音波振動によるか
しめ変形にて前記各種シートを前記導光体に固着し
た。」ことを特徴としている。
【０００９】また、本発明におけるバックライト装置の
製造方法は、「液晶表示素子の裏面側に配設される透明
合成樹脂製の導光板に、先細に構成したピンを、表面か
ら突出するように一体的に設けて、その導光体の表面
に、少なくとも一枚の光拡散シート、又は光拡散シート
及び輝度上昇シート、或いは反射シートを、前記ピンが
これらを各種シートを貫通するように積層し、次いで、
前記ピンの先端を、超音波溶着用のホーンにてかしめ変
形する。」ことを特徴としている。
【００１０】
【発明の作用・効果】このように、導光板に、その表面
に積層した各種シートを貫通するピンを一体的に設け
て、このピンの先端を、超音波溶着用のホーンにてかし
め変形することにより、前記導光板に対する各種シート
の固着を、前記ピンの先端を高い温度に加熱された鏝部
材によってかしめ変形する場合によりも、短い時間で行
うことができるとともに、各種シートが、導光板と全く
異質の合成樹脂であっても、確実、且つ、強固に固着で
きるのである。
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【００１１】しかも、前記ピンを先細に構成したことに
より、当該ピンの先端を、超音波振動にて溶融しながら
かしめ変形するときにおいて、先細の先端から溶融する
ことになるから、ピンのうち導光板に対する付け根の部
分が先に溶融を始めて、各種シートの導光板との間及び
各種シートの相互間に前記ピンの溶融樹脂が侵入して、
導光板と各種シート及び各種シートの相互間に隙間がで
きることを確実に防止できる。
【００１２】ところで、前記ピンの先端を、加熱鏝の接
触にて溶融してかしめ変形することは、加熱鏝への溶融
樹脂の付着によりかしめ変形部が引っ張られて、各種シ
ート間に浮き上がりが発生することになるが、前記ピン
の先端を、超音波溶着用のホーンにてかしめ変形する場
合には、ホーンにおける超音波振動の停止により、ホー
ンが急速に冷めて、これに溶融樹脂が固着することがな
いから、各種シートを、浮き上がりを生じることなく確
実に固着することができる。
【００１３】従って、本発明によると、前記先行技術の
ように別に用意した金属製の係着部材を使用することな
く、各種シートを導光板に対して、当該各種シートが導
光板と異質の合成樹脂であっても、導光板と各種シート
との間及び各種シートの相互間に隙間を生じることな
く、しかも、重量のアップを招来することなく、低コス
トで確実、且つ、強固に固着することができる効果を有
する。
【００１４】また、請求項２に記載したように、前記ピ
ンを、前記導光板における一つの側面に近接した部位
で、この一つの側面に沿った複数箇所に配設したことに
より、各種シートを、導光板に対して横ずれすることの
ない状態に確実に固着することができるものでありなが
ら、この各種シートに、導光板との熱膨張差のために皺
が発生することを確実に回避できる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を、図
１～図５の図面について説明する。
【００１６】この図１において、符号１は、アクリル等
の透明合成樹脂製の導光板を、符号２は、前記導光板１
の表面側に積層される光拡散シートを、符号３は、前記
光拡散シート２に重ねて積層される輝度上昇シートを各
々示す。
【００１７】また、符号４は、前記導光板１の裏面側に
積層される反射シートを示す。
【００１８】そして、前記導光板１の表面側に、二枚の
光拡散シート２と、一枚の輝度上昇シート３とを重ねて
積層したのち、これらのシート２，３を、前記導光板１
に対して超音波振動による溶着にて固着するに際して
は、以下に述べる方法を採用する。
【００１９】すなわち、図１及び図２に示すように、前
記導光板１の表面のうち、当該導光板１における一つの
側面１ａに近接した部位で、且つ、この一つの側面１ａ
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に沿った二箇所の部位に、先細のテーパ状に構成したピ
ン５を一体的に突出する一方、前記二枚の光拡散シート
２及び輝度上昇シート３の前記両ピン５が嵌まる孔２
ａ，３ａを穿設する。
【００２０】そして、前記導光板１の表面に、図３に示
すように、前記二枚の光拡散シート２及び輝度上昇シー
ト３を、これに穿設した各孔２ａ，３ａにピン５が嵌ま
るように積層したのち、前記ピン５の先端に、超音波溶
着用のホーン５を接触して、超音波振動を付与した状態
で軸方向に押圧する。
【００２１】これにより、前記ピン５における先細の先
端が、当該ピン５のうち導光板１に対する付け根の部分
よりも先に溶融して、図４に示すように、偏平状にかし
め変形することになるから（このかしめ変形した部分
を、符号５ａで示す）、前記各種シート２，３を導光板
１に対して、確実、且つ、強固に固着することができ
る。
【００２２】しかも、前記ピン５を先細のテーパ状にし
たことで、このピン５は先細の先端が、当該ピン５のう
ち導光板１に対する付け根部によりも先に溶融して潰れ
変形することにより、付け根部の方が先に溶融して、そ
の溶融樹脂が導光板１と各種シート２，３との間及び各
種シート２，３の相互間に侵入することを回避できるか
ら、前記ピン５の超音波にてかしめ変形する場合におい
て、前記各種シート２，３と導光板１との間及び各種シ
ート２，３の相互間に隙間ができることを防止できる。
【００２３】また、前記ピン５による固着を、前記した
ように、一つの側面３ａに近接した部位で、この一つの
側面３ａに沿った二箇所の以上の複数箇所で行うことに
より、光拡散シート２及び輝度上昇シート３を、導光板
１に対して横ずれすることのない状態に確実に固着する
ことができるものでありながら、光拡散シート２及び輝
度上昇シート３に、導光板１との熱膨張差のために皺が
発生することを確実に回避できる。
【００２４】もちろん、光拡散シート２及び輝度上昇シ
ート３に熱膨張差に起因する皺発生のおそれがない場合
には、前記ピン５による固着を、前記導光板１における
左右両側面１ａ，１ｂに近接する箇所において行えば良
いのである。
【００２５】また、前記導光板１の裏面に対する反射シ
ート４の固着に際しても、図６に示すように、前記と同
様にして行うのである。
【００２６】更にまた、前記ピン５を先細に構成するに
際しては、前記のように先細のテーパ状にすることに限
らず、図７に示すように、先端のみを小径にした段付き
状ピン５′に構成しても良い。しかし、前記ピン５を先
細のテーパ状に構成した場合には、前記導光板１の表面
に各種シート２，３を、これに穿設した各孔２ａ，３ａ
にピン５が嵌まるように積層することの作業性を向上で
きる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】バックライト装置の分解した状態の斜視図であ
る。
【図２】図１のII－II視拡大断面図である。
【図３】導光板に各種シートを積層した状態を示す拡大
断面図である。
【図４】各種シートを導光板に対して固着している状態
を示す拡大断面図である。
【図５】バックライト装置の斜視図である。
【図６】図５のVI－VI視拡大断面図である。 *
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*【図７】別の実施の形態を示す拡大断面図である。
【符号の説明】
１                          導光板
１ａ，１ｂ                  導光板の側面
２                          光拡散シート
３                          輝度上昇シート
４                          反射シート
５，５′                    ピン
５ａ                        かしめ変形部

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】
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